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題目：中動態と竈――Ｍ.ハイデガーにおける存在をめぐる現象学的及び精神史
的研究――(Middle Voice and Hearth: Phenomenological and Intellectual-
historical Research in the Being of M. Heidegger) 
 
本博士論文の要約は以下の５つの項目からなる。 
 
１．目次（章構成） 
２．全体の要旨 
３．各章の要約 
４．成果のまとめ（結果・考察） 
５．主な引用・参考文献 
 
１．目次（章構成） 
 
以下、本論攷の目次（章構成）を示す。 
 
＊ 
 
序章 主題と課題の提示 
第一部 初期思想における中動態と現存在の地平 
第１章 現象とロゴスの中動性 
第２章 関心の中動性 
第３章 人間中心主義と地平的差異化――形而上学期を中心に―― 
第二部 後期思想における中動態と竈 
第４章 人間の脱中心化と存在の中動‐媒体性 
第５章 ハイデガーにおける竈とその精神史的的背景 
第６章 家郷的なものと竈――『アンティゴネー』をめぐって―― 
第７章 ヘルダーリンにおける竈 
第８章 ハイデガーのヘルダーリン解釈における根源の場所と竈 
第９章 イプノスの傍らで――ヘラクレイトスの竈の意味―― 
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終章 
 
２．全体の要旨 
 
ここでは本博士論文全体の内容についてかいつまんで説明する。その前にまず、本論攷の
構成について形式的に説明しておく。本博士論文は、大きく第一部と第二部に分かれる。そ
してこの両部を挟むかたちで、序章と終章がくわわる構成となっている。第一部は、第１章
から第３章までの各章によって構成されている。第２部は第４章から第９章までの各章に
よって構成されている。以下では、この第一部と第二部の大略を述べることとする。これを
もって本博士論文全体の要旨の説明としたい。 
 
＊ 
 
まず、第一部「初期思想における中動態と現存在の地平」の説明をする。本部の論述内容
は、主に、ハイデガーの初期の主著と目される『存在と時間』（1927）に代表される初期思
想及びこれと強く関連するそれ以前の最初期思想、そして『存在と時間』公刊直後から始ま
る形而上学期（1927-1929）に関するものとなる。初期と形而上学期におけるハイデガーの
思索的試みは、「現存在」（Dasein）と呼ばれる人間存在のその（「関心」（Sorge）としての）
存在及びその「時間性」（Zeitlichkeit）から存在問題を解き明かそうとするものであった。
それゆえ第一部は、人間の存在を主題的対象として論じるものとなっている。だがこれに関
する主題的解明にさきだって、『存在と時間』の第七節をとりあげ、ハイデガーの意味にお
ける現象性とロゴスの理解とその説明において登場する中動態の中動‐再帰的動態に関し
て明らかにしている。これらの解明によって、人間の存在（「関心」）及びその時間性を、中
動態の視座から解き明かしている。第一部では、ここからさらに、形而上学期においてより
主題的となる「現存在」の「超越」（Transzendenz）、「存在論的差異」（ontologische Differenz）
の差異化、「全体としての存在者」（Seiendes im Ganzen）、世界（Welt）、存在者の形而上
学的‐根源性における現象性とその実在性を問題として論じている。本論攷はここにカン
トとは別の意味のおける人間中心主義を剔抉することとなった。すなわち、カントにおける
人間中心主義とは、超越論的条件のアプリオリ性
、、、、、、、、、、、、、
という点において人間が
、、、
認識過程の中心
、、、、、、、
に位置づけられる
、、、、、、、、
という意味での人間中心主義であるといえる。これに対して、ハイデガー
の初期および形而上学期の思想において人間中心主義と見なされるべきものとは、〈より先
なるもの〉という意味での最極端のアプリオリ性を有する現存在の時間性にある。より具体
的に言うなら、この時間性に発する超越の「脱自態」（Ekstase）が形成する「存在了解」
（Seinsverständnis）の超越論的地平（世界）にある。現存在の超越ないし存在了解の作用
が「存在論的差異」――つまり存在者と存在との差異――を差異としてあらしめる、言い換
えれば差異化させると考えられている点、この差異化が形成する存在了解の超越論的地平
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が〈それ自体で存在する〉という実在性において存在者をはじめて現象せしめると考えられ
ている点にハイデガーにおける人間中心主義を見る。ここにおいて人間はカントにおける
ように認識過程の中心に位置すると見なされているのではなく、むしろ存在論的差異の差
異化の過程、言い換えれば、この差異化における存在者の現象過程の中心に位置する。この
意味で、本論攷はハイデガーの初期および形而上学期の思想を形而上学的‐現象学的人間
中心主義として特徴づけ、その具体的内実を示した。 
以上が第一部の概要である。 
 
＊ 
 
つぎに、第二部「後期思想における中動態と竈」の概要に関して説明をする。本部の論述
内容は、ハイデガーの後期思想及びそれと関連するヘルダーリン、初期から後期ギリシア哲
学に関するものとなる。後期思想における根本問題は、存在そのもの、エルアイクニス
（Ereignis）にある。それゆえ第二部では、まず存在そのものの現象としてのエルアイクニ
スの現象動態を中動態の視座から解き明かすこととした。従来の主要な研究者においてエ
ルアイクニスの動態は他動詞的であると考えられてきた。これに対してここではその根本
動態が中動‐再帰的動態であることを研究史上はじめて明確に示した。本論攷の見解によ
れば、エルアイクニスの思想の展開には、ハイデガー自身の初期思想の人間中心主義への自
己批判があった。よって第二部ではハイデガーの自己批判の記述を確認し、後期思想が初期
の人間中心主義に対する存在中心主義とでも呼ぶべきものであることを示した。同時に、こ
の存在中心主義の思想展開の初期の頃から、すなわち、1930 年代初期のテクストから竈
（Herd）の語が登場しはじめることに注目した。本論攷が古典文献学なども参照するかた
ちで精神史のなかから掘り起こしたのは、古代ギリシア以来の竈の特異な意味である。古代
ギリシアでは、竈は祭祀的な意味を帯びたものとしてまず家々の中心に置かれ、その後また
ポリスの中心に置かれることにもなり、そこからさらに――とりわけ詩人（ソフォクレスや
エウリピデス）と哲学者（フィロラオスやプラトンなど）において――コスモス・宇宙の中
心（中心火もしくは大地として）に位置づけられることとなった。この竈の中心性が、後期
ハイデガーにおいて人間存在に代わる存在そのものの中心性が思索される場面で、そして
同時に、ヘルダーリンの詩作の解明と初期ギリシア哲学との関係において、極めて重要なも
のとして登場することとなるということである。ハイデガーにおける竈の意味を極々簡単
に述べるとするならば、竈とは、存在そのものの中動‐再帰的な現象性の動態の中心性ない
し自己媒体的性格を――ハイデガーが彼一流の独自の仕方で古代ギリシア以来の精神史的
伝統に帰属するかたちで――表していると言える。 
 
＊ 
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以上のように、本博士論文は中動態と竈を、初期思想における人間存在と後期思想におけ
る存在そのものの現象動態の解明のための視座として提出している。そして哲学史、精神史
的研究及び古典文献学的研究も踏まえたうえで、ハイデガーの初期思想と後期思想の全体
を通して現象学的及び精神史的コンテクストから具体的に解明している。これが本論攷の
大要である。 
 
３．各章の要約 
 
以下、本論攷の各章の要約を行う。 
 
序章「主題と課題の提示」 
 
序章の内容はつぎの通りである。本論攷におけるハイデガーの存在の思惟に関する解明
の主題的視座となる中動態と竈を提示した。そこからさらにそれらの学術的意味に関する
概略を示し、具体的な先行研究を挙げて従来の研究状況を説明した。より具体的には、まず
中動態に関して、言語学的観点からの研究（史）の概略を説明し、ここからさらに今日の現
代思想における中動態への注目に関して、その哲学的背景とともに説明することで本論攷
における中動態の解明の哲学的意義を明示した。つぎに、ハイデガーの思索全般と中動態の
関係に関してその概略を示した。そして最後に、古代ギリシア以来の竈にかかわる精神史と
哲学分野における言及および論究を現代までたどり、最後に竈とハイデガーに関する数少
ない研究をとりあげて、その問題点と本論攷の課題を示した。要するに、中動態と竈という
二つの視座からするハイデガーの存在の思索に関する本論攷の課題を提示した。 
 
第１章「現象とロゴスの中動性」 
 
第１章の内容はつぎの通りである。本章は、初期の主著と目される『存在と時間』第七節
で論じられる現象学概念の解明、詳しく言い換えれば、その現象概念と学（ロゴス）概念の
解明を主眼とする。具体的には、ハイデガーの述べる現象概念とロゴス概念の中動態の含意
を取り出して、その意味するところを明確に示した。さらに現象の中動性ないし中動‐再帰
的動態を明確化するために、『存在と時間』以前の最初期思想にもさかのぼってこれを示し
た。さらに同書第七節で論じられる現象学のロゴスの含意する中動性に関して明確化した。
そこから現象の解釈学としてのハイデガーの現象学において重要な、「意味」（Sinn）・「了
解」（Verstehen）・「解釈」（Auslegung/Interpretation）の諸概念を確認し、これらの織り
なす解釈学的構造と存在現象の関係を示した。 
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第２章「関心の中動性」 
 
第２章の内容はつぎの通りである。ここでは、前章を踏まえて『存在と時間』における現
存在の存在とされる「関心」（Sorge）とその意味である「時間性」（Zeitlichkeit）に見られ
る中動性を剔出し、明示した。具体的には、最初期ハイデガーが複数のテクストでアウグス
ティヌスにから取ってきた関心概念をみずから中動態として特徴づけていることに注目し、
それを足掛かりにして『存在と時間』における関心概念の中動的意味を取り出した。より詳
細に言えば、そこでの関心の時間性（脱自態）とその「向かい先」としての「地平図式」が
形成する動態を――アリストテレスとアウグスティヌスの善と自由の理解を参照しつつ―
―中動‐再帰的動態として明示した。 
 
第３章「人間中心主義と地平的差異化――形而上学期を中心に――」 
 
第３章の内容はつぎの通りである。『存在と時間』の論述内容はほとんど人間存在の分析
に終始しているが、この書の本来の目的は存在一般の意味としての時間を明らかにするこ
とにあった。時間はそこでは「テンポラリテート」（Temporalität）の術語によって確保さ
れていたが、主題的解明には至らなかった。これは前章で明らかにした人間的現存在の時間
性と本質的に連関する。本章は、前章の時間性の解明を引き継いで、主に形而上学期のテク
ストを取り上げてテンポラリテートの意味を明らかにした――つまり、時間性とテンポラ
リテートの関係、そしてハイデガーが示唆する時間性とテンポラリテートと（カントに由来
する）図式の関係を明らかにした。より詳細には、テンポラリテートの有する現在の地平図
式と伝統的な存在論における存在了解と現在の時間性格との連関に関するハイデガーの洞
察とその解明に関して明らかにした。さらに形而上学期における世界の原投企の問題をテ
ンポラリテートの問題構成の発展的な徹底化であることを示した。さらにハイデガーの思
索にとって決定的な重要性をもつ存在論的差異の差異化が、人間存在の時間性とそこに発
する超越の媒体性、差異化の機能に存していることを明らかにした。これにより、ハイデガ
ーの形而上学的‐現象学的人間中心主義を明らかにした。 
 
第４章「人間の脱中心化と存在の中動‐媒体性」 
 
この第４章以降は、主にハイデガーの後期思想を扱う第二部に入る。 
第４章の内容はつぎの通りである。まず前章で明らかにしたハイデガーの人間中心主義
に対する後期ハイデガーによる自己批判、それに伴う人間の脱中心化に関して明らかにし
た。そのうえで、後期思想の根本問題であるエルアイクニスに関して、その中動‐再帰的動
態を明らかにした。 
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第５章「ハイデガーにおける竈とその精神史的背景」 
 
第５章の内容はつぎの通りである。本章では、本論攷の二つ目の主題的視座である竈に関
してまずその精神史的背景を古代ギリシアまで遡ることで明らかにした。このうえで、ハイ
デガーのテクストで竈の語が登場する 1930年代初頭の『黒ノート』からはじめて、1930年
代中盤のいくつかの講義、そして同じく 30年代の重要テクストである『哲学への寄与』や
1940 年代のテクストにおける竈の意味について見ていった。そして最後に最後期の 1960
年代のテクストにおける竈の意味について確認した。以上によって 1930年代初頭の中期ハ
イデガーから 1960年代の最後期のテクストにおける竈の意味について通して確認した。 
 
第６章「家郷的なものと竈――『アンティゴネー』のコロス解釈――」の 
 
第５章の内容はつぎの通りである。前章における竈の問題の提示を受けて、本章では 1930
年代以降のハイデガーのテクストに見られる竈の語の意味に関する解明をおこなった。具
体的には、ソフォクレスの悲劇作品『アンティゴネー』のコロス（合唱歌）に登場する竈の
語に関するハイデガーの解釈を取り上げて論じた。 
 
第７章「ヘルダーリンにおける竈」 
 
第７章の内容はつぎの通りである。ここでは前章及び前々章を受けてハイデガーとヘル
ダーリンの関係を考察する前段階、準備作業としてヘルダーリンのテクストに登場する竈
を取り上げて論じた。具体的には、1700年代の前期に属す詩作群、『ヒュペーリオン』と『エ
ンペドクレスの死』、そして 1800 年以降の後期詩作における竈の語の意味に関して文献的
に確認し、ヘルダーリンの関する先行研究をも考慮にいれたうえで独自に考察をほどこし
た。 
 
第８章「ハイデガーのヘルダーリン解釈における根源の場所と竈」 
 
第８章の内容はつぎの通りである。ここでは前章でのヘルダーリンの文献的研究を受け
て、30 年代及び 40 年代の講義におけるヘルダーリンの後期賛歌及び悲歌のハイデガーに
よる解釈を取り上げて論じた。具体的には、1934/35年冬学期講義におけるヘルダーリンの
讃歌「さすらい Die Wanderung」（1801）の一節に関する解釈を取り上げて、そのなかに含
まれる竈の意味、それについてのハイデガーの解釈を解明した。つぎに後期悲歌「パンとぶ
どう酒 Brod und Wein」を取り上げ、プラトンなども参照しつつ竈との連関を明らかにし
た。 
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第９章「イプノスの傍らで――ヘラクレイトスの竈の意味――」 
 
第９章の内容はつぎの通りである。ここでは、後期ハイデガーのテクスト『ヒューマニズ
ム書簡』（1946）を取り上げて論じた。具体的には、まずこのテクストのなかで論及されて
いるヘラクレイトス（c.535-c.475 B.C.）に関する伝承に登場するイプノス（オーヴン）の
語とヘラクレイトスが発したとされる文句を取り上げた。これを根本的な手がかりとして、
後期ハイデガーにおける人間存在の脱中心性、そして存在そのものと言葉の中心化及びそ
の中心の語に象徴的に示される中動‐再帰的媒体性に関して明らかにした。 
 
４．成果のまとめ（結果・考察） 
 
以上が、中動態と竈を主題的視座に据えてハイデガーの存在の哲学を解明することを課
題とした本論攷の序章と第一部と第二部の各章（第１章から第８章まで）それぞれの要約で
ある。ここでは、第一部と第二部の各章における論述を通して解明された事柄を本論攷の成
果としてまとめて、それに考察をくわえる。 
まず第一部に関して述べる。第一部では、主に、ハイデガーの初期と形而上学期のテクス
トを取り上げて論じた。第一部で本論攷の成果として明らかされた事柄として、主要なもの
に限って、極々端的な仕方でつぎのようにまとめることができる。１．初期ハイデガーにお
ける現象とロゴスの中動‐再帰的動態、２．初期ハイデガーにおける人間存在（現存在）の
存在の中動性、言い換えればその時間性（脱自態）及び超越の中動‐再帰的動態、３．形而
上学期のハイデガーにおける存在と存在者の差異（＝存在論的差異）の差異化の思想、４．
その差異化における人間存在（より詳細かつ具体的には、時間性と超越・存在了解）の役割・
位置。以上の４点から初期及び形而上学期のハイデガーの存在の哲学の核心として、〈地平
的な中動‐再帰的動態を本質的動態とする人間存在（現存在）の存在と時間性の現象学的‐
形而上学的意味における人間中心主義〉、というものが明らかとなった。以上が第一部の論
述の成果である。 
つぎに第二部に関して述べる。第二部では、主に 30年代以降のハイデガーのテクストを
取り上げて論じた。これにくわえてヘルダーリンについても大きめに取り上げた。第二部で
本論攷の成果として明らかされた事柄として、主要なものに限って、極々端的な仕方でつぎ
のようにまとめることができる。１．後期ハイデガーのみずからの人間中心主義（と本論攷
が特徴づけた初期と形而上学期の思想）への自己批判としての人間存在（現存在）の脱中心
化と存在そのものの中心化、２．この人間の脱中心化と存在そのものの中心化と本質的連関
にある竈の意味、３．初期から後期までのヘルダーリンのテクストにおける竈の意味、４．
後期ハイデガーにおけるエルアイクニスないし存在そのものの現象性の中動‐再帰的動態、
５．後期ハイデガーにおける存在論的差異の差異化の捉えなおし、すなわち、現存在の超越
（存在了解）からではなく、存在そのものの根源的な自己差異化としての媒体性。以上の５
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点から後期のハイデガーの存在の思索の核心として、〈竈によって表される存在そのものの
自己差異化としての中動‐再帰的な現象動態を根本においた存在中心主義〉、というものが
明らかとなった。以上が第二部の論述の成果である。 
 
以上で本博士論文の要約とする。 
 
〔以上、7012字〕 
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